






【要約】先天性尿素サイクル代謝異常症の早期発見を目的とした Naylor 法によるマス・ス

クリーニング結果について報告した。即ち,1981 年より 1986 年 12 月までの 5年間に約 50

万件のスクリーニングを行い,2 例の患者が発見されたが,本法によるスクリーニングの再

採血依頼数に対する患者の発見率は低く,尿素サイクル代謝異常症のスクリーニングに関

しては,その理念と方法について更なる検討を要するものと思われる。 


